平成２１年度岡山大学若手トップリサーチャー研究奨励事業実施要項
平成２１年８月７日
1．趣　旨
岡山大学の特に優れた若手研究者に対して顕彰を行うとともに、研究奨励費の措置を含む研究環境の整備による海外派遣支援を行うことにより、国際的に活躍できる若手研究者の養成を図る。
2．対象分野
人文・社会科学及び自然科学にわたる全分野
3．授賞等
（1）授賞数は３件程度とし、受賞者には賞状を学長から授与するとともに、研究奨励費200万円（2年度間分）を措置する。当該研究奨励費は、研究活動、国外の研究機関・研究者との交流、研究成果発表等に要する経費に使用することができる（ただし、残額がある場合は大学に返還する。また、受賞者が当該研究奨励費を使用することができるのは岡山大学在籍（常勤に限る）期間中である。）。
（2）研究スペースは、基本的には当該若手研究者の所属研究室とするが、希望者には岡山大学オープンラボラトリーを無償貸与する（ただし、光熱水料等は利用者負担）。
（3）上記（1）及び（2）に係る研究支援は平成２３年９月末日まで行う。なお、当該若手研究者は平成2２年度以降の当該研究支援を受けることはできない（再度の当該研究奨励賞の応募はできない）。
4．対象者
以下の条件を満たす者を対象とする。
（1） 岡山大学に在籍する常勤の教員（教授を除く）で40歳以下の者又は助教で、岡山大学に採用後3年以上（常勤職員として採用期間に限る）の者（平成２１年4月1日現在）
（2） 競争的研究資金の獲得実績（研究代表者）のある者
5．申請手続
（1）申請方法
本事業による研究支援を希望する者は、申請者の研究を熟知した学内外の研究者の推薦書（別紙様式２）に関係大学院研究科、学部、資源生物科学研究所、地球物質科学研究センター、岡山大学病院、全学センター（以下「関係大学院研究科・学部等」という。）の長の確認印を貰った上、別紙申請書（別紙様式１）と共に研究交流部研究交流企画課へ提出する。
（2）申請書等提出期限
平成２１年９月７日（月）
6．選考等
（１）岡山大学研究推進支援専門委員会の下に戦略的若手研究者育成ＷＧ（以下「若手育成ＷＧ」という。）を設ける。若手育成ＷＧにおいて選考方法を策定し選考の実施を行う。
（２）若手育成ＷＧは研究奨励賞受賞候補者を選考し、学長が受賞者を決定する。
7．研究支援体制等
（1）本事業は、関係大学院研究科・学部等と連携して、当該若手研究者の育成を推進するものである。関係大学院研究科・学部等は、研究奨励費の措置などの研究支援を実効ならしめるようにするため、自立的な研究環境の整備に向けた具体的な支援策を計画・実施する。
（2）本事業の実施に係る事務は、研究交流部研究交流企画課及び関係大学院研究科・学部等担当事務課で協力して行う。
８．報告書の提出
受賞者は、平成２２年１０月２９日（金）及び平成２３年１０月３１日（月）までに、それぞれ各年度の報告書（別紙様式3）を研究交流部研究交流企画課へ提出する。
